
このシラバスを選ぶ理由 

Cambridge IGCSE English as a Second Language では、リーディング、ライティング、リスニング、スピーキン
グの4技能で実践的なコミュニケーションスキルを身につける機会を学習者に提供します。 
 
学習者は、多様な種類のテキストに触れながら、読解力と文章作成力を高めていきます。テキストから必要な情
報を選び取り、明示されている内容と暗示されている内容の違いを理解し、さまざまな目的や読者を想定した文
章を書く練習を行います。また、講話や会話など幅広い音声素材を聞くことで、リスニングスキルを伸ばしま
す。さらに、さまざまな話題について会話に参加し、異なる状況や相手に応じて、適切で明瞭に応答するスキル
を高めます。 
 
Cambridge IGCSE English as a Second Language は、学習者が英語を自律的に使えるようになり、今後の学習を
支え、さまざまな実践的な場面で効果的にコミュニケーションができるようにすることを目指しています。 

このプログラムは次のような学習者の育成を目指します： 
 自信のある学習者：幅広い言語表現を使い、書くこと・話すことで自分の考えや情報を効果的に伝える 
 責任ある学習者：言語スキルを使用し、さらに伸ばそうとする機会を積極的に求める 
 内省的な学習者：書かれたまたは話された異なる意見や情報を考慮し、適切に対応する 
 革新的な学習者：言語を創造的に使い、考えや情報を表現する 
 主体的に関わる学習者：多様な学習戦略を身につけ、さまざまな状況で言語スキルを活用する 

シラバスの目的 

 日常的なコミュニケーションのために英語を効果的に使用する能力を育成する  
 言語の本質や言語習得スキルについての理解を深める  
 他の教科の学習を補完する汎用的なスキルを育成する 
 学習者の人格的成⾧を支え、学ぶことの楽しさを育む 

 

この科目は、生徒が次の能力を身につけることを目指しています： 

学習内容の概要 

Cambridge IGCSE English as a Second Language は、さまざまな状況において英語で理解し、コミュニケー
ションをとるためのスキルを育成します。このスキルには、文章や（話し言葉による）音声テキストを理解し、
そこから必要な情報を選び取る能力が含まれます。 
学習者は、身近な話題からやや馴染みの薄い話題まで、書くことと話すことの両方で明確に伝える力をつけるこ
とで、さらなる学習や就職に進むために必要な言語能力を身に付けます。 
 
このシラバスは、英語が母語ではないものの、主に英語で他の教科も学習する学習者に適しています。 

1. この内容は、Cambridge IGCSE English as a Second Language (Count-in Speaking) シラバス（2027～2029 年版）に基づいてい
ます。最新の更新情報や詳細については、以下のウェブサイトをご覧ください 
https://www.cambridgeinternational.org/programmes-and-qualiĐcations/cambridge-igcse-english-second-language-count-in-
oral-0511/. 
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裏面につづく 



評価目標 

配点（％） 評価目標 

25 リーディング 

25 ライティング 

25 リスニング 

25 スピーキング 

100 合計 

既習科目 
本科目を履修する生徒には、Cambridge Lower 
Secondary プログラムまたは同等の教育課程に
おける、英語（English as a Second Language
またはEnglish Language）の学習を終えている
ことが推奨されます 

授業としての学習時間 

推奨される教師の指導を受けながら進める学習
時間（授業時間）は 130 時間です。 
※これはあくまで目安であり、学校や生徒の既
習科目によって必要な時間は異なります。 

試験時期 

試験は 6 月 と 11 月 のシリーズで受験できます。 

次の段階の学習 

Cambridge IGCSE English as a Second Language 
0511 において総合成績で C を取得した受験者は、
ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の B2 レベル
相当と見なすことができます。 
次の段階でCambridge International AS & A Level 
English Language（9093）を履修する予定の学習
者は、その前の段階として本科目を履修すること
が推奨されます。 

大学における資格の承認 

英国をはじめとする多くの国の大学では、入学時
に必要な英語力証明として Cambridge IGCSE 

English as a Second Language の成績が認められ
ています。詳細については、志望する各大学の具
体的な要件を確認してください。 
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